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自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール 

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 
運営推進会議で話しあった

内容 
外部評価 記述 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 理念の共有と実践  

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、そ

の理念を共有して実践につなげている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていな

い 

 法人理念を元に、当グループホ

ームの理念【楽しく共に支えあい

生きる】を定めている。また、職員

間に留まらず、地域に向けても共

に支え助け合う精神で取り組ん

でいる。 

    

 コロナ禍においてどう地

域との関わりを行っていく

かを今後課題として考え

ていきます。 

2 
事業所と地域との

つきあい 

事業所は、利用者が地域とつながりなが

ら暮らし続けられるよう、認知症の人の理

解や支援の方法などを共有し、事業所自

体が地域の一員として日常的に交流して

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていな

い 

 地域の方々と会えば挨拶や会話をした

りしている。また、畑のボランティアとして

地域の方々が来訪され事業所との交流

を行っている。 

 認知症の方が安心できる地域づ

くりを実践している。 

地域の催しの参加もできるようにな

れば地域との交流もますます深ま

ると考えられる。 

  

 現在行っている関わり

を今後も継続できるよう

努め、コロナ前の交流状

態への復帰を目指し検討

いたします。 

3 
運営推進会議を活

かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていな

い 

 民生委員・市役所の職員等、参加され２

ヶ月に１度開催をしている。行事や利用

状況等を報告し、情報交換をしている。不

参加であった場合でもレジュメや議事録

を後日手渡し、情報共有をしている。（コ

ロナにて電話にて開催している現状であ

る） 

 2か月毎の行事や利用者の状況

の伝達がある。 

議事録や電話による報告によって

生活状況がよくわかり、民生委員

の活動のヒントにもなる。 

  

 運営推進会議を活用

し、意見交換や情報共有

を今後も密接に行ってま

いります。 

4 市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係を

築くように取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていな

い 

 市町村とのやりとりは頻繁には行えて

いない。市役所に出向いた際にお話しす

る他、電話でのやりとり等を機会があれ

ばする程度。 

 コロナ禍ということもあり、電話で

のやり取りが主。 
  

 市町村との関りは今後

も必要に応じて密接に行

ってまいります。 

5 
身体拘束をしない

ケアの実践 

代表者および全ての職員が「介護保険法

指定基準における禁止の対象となる具体

的な行為」を正しく理解しており、玄関の

施錠を含めて身体拘束をしないケアに取

り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていな

い 

 日中は、玄関センサーを使用して

いる。玄関の鍵は現在は安全面を考

え、施錠しているが、利用者が外に

行く際は、付き添い見守っている。職

員も身体拘束について研修を繰り返

し行っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

6 虐待の防止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の自

宅や事業所内での虐待が見過ごされるこ

とがないよう注意を払い、防止に努めて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていな

い 

 高齢者虐待防止関連法につい

て定期的に学ぶ機会がある。事

業所内では不適切ケアの検討を

行い、日々虐待防止に努めてい

る。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 
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7 
権利擁護に関する

制度の理解と活用 

管理者や職員は、日常生活自

立支援事業や成年後見制度に

ついて学ぶ機会を持ち、個々の

必要性を関係者と話し合い、そ

れらを活用できるよう支援してい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 職員は動画研修の参加によ

り、権利擁護に関する制度に

ついての理解を深めている。 

      

8 
契約に関する説明

と納得 

契約の締結、解約また改定等の

際は、利用者や家族等の不安

や疑問点を尋ね、十分な説明を

行い理解・納得を図っている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居時に説明を実施している他、

改定時には各家族さんに説明を行っ

ている。 
 

      

9 

運営に関する利用

者、家族等意見の

反映 

利用者や家族等が意見、要望を

管理者や職員ならびに外部者

へ表せる機会を設け、それらを

運営に反映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 アンケートによる意見、要望

の聞き取りを実施。運営に反

映をした。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

10 
運営に関する職員

意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関

する職員の意見や提案を聞く機

会を設け、反映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

月１度、カンファレンス・アンケ

ートの実施を行い、職員の意

見や提案を反映させケアの向

上につなげている。 

      

11 就業環境の整備 

代表者は、管理者や職員個々

の努力や実績、勤務状況を把握

し、給与水準、労働時間、やりが

いなど、各自が向上心を持って

働けるよう職場環境・条件の整

備に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 年２度、自己申請書を元に面談を行い

職員自身から意見を聞いている。また、

日々の利用者さんとの関わり方から、職

員１人１人の状況や思いを把握し、声掛

けを行う事で向上心を持って働けるように

心がけている。また、定期的な有給休暇

が取得出来るよう心掛けている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

12 
職員を育てる取り

組み 

代表者は、管理者や職員一人

ひとりのケアの実際と力量を把

握し、法人内外の研修を受ける

機会の確保や、働きながらトレ

ーニングしていくことを進めてい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 力量評価を実施し、力量の

把握に努め研修参加を促して

いる。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

13 
同業者との交流を

通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同

業者と交流する機会を作り、ネッ

トワークづくりや勉強会、相互訪

問等の活動を通じて、サービス

の質を向上させていく取り組み

をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 研修、動画研修による他施設の職

員との交流機会がある。 
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14 
本人と共に過ごし

支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方

の立場におかず、暮らしを共に

する者同士の関係を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

利用者さんの尊厳を守りながらも、

温かみのある関係性を築けるように

関わっている。 

      

15 
馴染みの人や場と

の関係継続の支援 

本人がこれまで大切にしてきた

馴染みの人や場所との関係が

途切れないよう、支援に努めて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 感染対策による制限はあるが、利

用者さんと家族さん、ご友人との面

会機会を設けている。 

 短時間でも家族や友人とのふれ

あいの時間を設けることはストレス

解消につながる。 

  

 家族さんが気軽に利用

者さんと面会できる雰囲

気が徐々に戻ってきてい

ます。 

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント         

16 思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方、生

活環境、一日の過ごし方の希望

や意向の把握に努めている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ケアプランの更新を行う際等、

定期的に利用者本人や家族さん

に希望を伺う様にしている。ま

た、日々の生活の中でご希望が

あれば、それを反映できるよう努

めている。 

      

17 

チームでつくる介

護計画とモニタリン

グ 

本人がより良く暮らすための課題

とケアのあり方について、本人、

家族、必要な関係者と話し合い、

それぞれの意見やアイディアを反

映し、現状に即した介護計画を作

成している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ケアプランの更新の度に本

人・家族さんおよび、関係機

関(医師・看護師)より意見を集

め、介護計画に反映してい

る。 

 議事録から利用者への細かなケ

ア内容が伝わる。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 本人と家族さんの意見を軸に、本

人が安心してグループホームで生

活できるプラン作成を心がけます。 

18 
個別の記録と実践

への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、

気づきや工夫を個別記録に記入

し、職員間で情報を共有しながら

実践や介護計画の見直しに活か

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ケース記録への記載と日々の

申し送りで情報共有している。カ

ンファレンスや振り返りシート等

で、定期的な見直しを行ってい

る。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

19 

一人ひとりを支える

ための事業所の多

機能化 

本人や家族の状況、その時々に

生まれるニーズに対応して、既存

のサービスに捉われない、柔軟な

支援やサービスの多機能化に取

り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人の特性を活かしたサービス

提供に取り組んでいる。 
      

20 地域資源との協働 

一人ひとりの暮らしを支えている

地域資源を把握し、本人が心身

の力を発揮しながら安全で豊かな

暮らしを楽しむことができるよう支

援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ボランティア・消防署職員・・社会福祉協

議会職員等、様々な機関を利用し、総合

的に援助している。京田辺市いきいきポ

イントの受け入れ施設となり、ボランティ

アの受け入れも積極的に行っている。 

 コロナ禍において、ボランティア

受け入れが難しい状況が続いてい

る。 

いきいきポイントの存在をもっと広く

周知していきたい。 

  

 ボランティアの方の行き

来が再開すれば地域交

流の他、利用者さんの生

活にもいい影響があるか

と思います。 



- 4 - 

 

21 
かかりつけ医の受

診支援 

受診は、本人及び家族等の希望

を大切にし、納得が得られたかか

りつけ医と事業所の関係を築きな

がら、適切な医療を受けられるよ

うに支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

基本的に今までの医療機関を継

続利用して頂いている。特に希

望が無い場合は、当事業所と契

約している医療機関に協力を得

ている。眼科や歯科・鍼灸院は在

宅時にかかっていた医療機関継

続利用が多い。  

      

22 
入退院時の医療機

関との協働 

利用者が入院した際、安心して治

療できるように、また、できるだけ

早期に退院できるように、病院関

係者との情報交換や相談に努め

ている。あるいは、そうした場合に

備えて病院関係者との関係づくり

を行っている。 

 
 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 法人として、地域連携課職

員(対外活動専門員)を配置

し、また管理者や計画作成者

も医療機関相談員と密に連絡

を取る様に努めている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入院時には定期的に電話

連絡を行い、状況把握を行

っております。 

23 

重度化や終末期に

向けた方針の共有

と支援 

重度化した場合や終末期のあり

方について、早い段階から本人・

家族等と話し合いを行い、事業所

でできることを十分に説明しなが

ら方針を共有し、地域の関係者と

共にチームで支援に取り組んでい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 入居時に【看取り】について

説明を行っている。該当ケー

スが発生した場合は、環境を

整えて終末期対応ができる様

に、と言うのが法人として基本

的方針である。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 医療職の助言を元に、家族さん

に本人の状態を報告し、双方での

情報共有を行っています。 

24 
急変や事故発生時

の備え 

利用者の急変や事故発生時に備

えて、全ての職員は応急手当や

初期対応の訓練を定期的に行

い、実践力を身に付けている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 定期的な研修参加、及び法

人共通のマニュアルに沿った

対応を行うようになっている。 

      

25 災害対策 

火災や地震、水害等の災害時

に、昼夜を問わず利用者が避難

できる方法を全職員が身につける

とともに、地域との協力体制を築

いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ２ヶ月に１回避難訓練・消防訓練を

行い、災害に備えると共に、近隣住

民の協力が得られるよう関係性を築

いている。また、定期的に非常食の

水やビスケット等の常備確認をして

いる。 

 災害時においてＧＨは地域の防

災拠点の役割を果たしている。今

後も協力体制を築く必要がある。 

災害対策は民生委員にとっても課

題であり、地域との協力体制を作っ

ていきたい。具体的な取り組みに

ついても知りたい。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 災害時の対応については

今後も地域との関りも重要

視し活動してまいります。 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援          
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26 

一人ひとりの尊重

とプライバシーの

確保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇り

やプライバシーを損ねない言葉

かけや対応をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 事業所としての理念を設けて、利

用者さんの対応に配慮している。 

対応に関して不十分なことが無い

か、職員同士で相互確認を行ってい

る。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 事業所としても利用者さんの尊厳

という点は随時職員間で注意して

いくことを話し合っております。 

27 
日々のその人らし

い暮らし 

職員側の決まりや都合を優先す

るのではなく、一人ひとりの日常

生活における希望や意向、暮ら

しのペースを大切にし、その日

をどのように過ごしたいか、希望

にそって支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 なるべく自宅で過ごされてい

た生活に近づける様に、入居

時より生活リズムをリサーチを

行い、その人らしい暮らしが支

援できるよう取り組んでいる。 

      

28 
食事を楽しむこと

のできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、

一人ひとりの好みや力を活かし

ながら、利用者と職員が一緒に

準備や食事、片付けをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 直接本人に嗜好を聞いたり、食

べ物残渣量から好みの調査をし

ている。 

片付けは、利用者さんに応じ、職

員と共に行っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 食事中のコミュニケーションも実

施し、日々情報収集を行っておりま

す。 

29 
栄養摂取や水分確

保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分

量が一日を通じて確保できるよ

う、一人ひとりの状態や力、習慣

に応じた支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 食事量や食事形態は利用者さ

ん個々に合わせて提供してい

る。食事・水分量の少ない方に

は、個別に摂取表を作成し健康

管理に努めている。 

      

30 口腔内の清潔保持 

口の中の汚れや臭いが生じな

いよう、毎食後、一人ひとりの口

腔状態や本人の力に応じた口

腔ケアをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 起床・入床時や毎食後等、口腔状

況に応じ、歯ブラシや舌ブラシ等必

要に応じ対応している。 

又、変化があれば訪問歯科医と連携

し、状態の改善に努めている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

31 排泄の自立支援 

排泄の失敗やおむつの使用を

減らし、一人ひとりの力や排泄

のパターン、習慣を活かして、ト

イレでの排泄や排泄の自立にむ

けた支援、便秘の予防等、個々

に応じた予防に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 排泄表にて個人の排泄間隔

を把握する様に努めている。

利用者さんのサインを読み取

り、適時・適切に排泄誘導を

行っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

32 
入浴を楽しむこと

ができる支援 

一人ひとりの希望やタイミングに

合わせて入浴を楽しめるよう

に、職員の都合で曜日や時間帯

を決めてしまわずに、個々にそ

った支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 個々の希望や利用者さんに応

じた時間やタイミングで入浴して

頂ける様にしている。 

季節毎に、利用者さんの要望を

受けレモンや柚風呂等も行って

いる。 
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33 安眠や休息の支援 

一人ひとりの生活習慣やその

時々の状況に応じて、休息した

り、安心して気持ちよく眠れるよ

う支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 日中の休息(臥床)する時間や、

就寝時間は個々人で様々である

為、寄り添った対応を行ってい

る。又、気温・室温にも注意し、快

適に休息頂ける様に対応してい

る。 

      

34 服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の

目的や副作用、用法や用量に

ついて理解しており、服薬の支

援と症状の変化の確認に努め

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者さん個々の処方箋に毎回

目を通し全職員が確認、周知し、誤

薬ミス防止のため、複数の職員で確

認作業をする等取り組んでいる。ま

た、利用者さんの服用しやすい形状

を考慮し、往診毎に、主治医と相談

を行ない錠剤・顆粒・粉剤と変更して

いる。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

今後も医療職と密に連携し、服薬

時の情報収集、報告相談を実施い

たします。 

35 
役割、楽しみごとの

支援 

張り合いや喜びのある日々を過

ごせるように、一人ひとりの生活

歴や力を活かした役割、嗜好

品、楽しみごと、気分転換等の

支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者さんの要望や生活暦か

ら楽しみや役割を模索し、ケアプ

ランに取り入れつつ、気分転換

の場・社会貢献の場を提供して

いる。 

 地域の催しでも好みの問題もあ

り、なかなか全員に満足していただ

くことは難しい 

  

利用者さんによってでき

ることとできないことがあ

り、今後も個別ケアの観

点から支援してまいりま

す。 

36 日常的な外出支援 

一人ひとりのその日の希望にそ

って、戸外に出かけられるよう支

援に努めている。また、普段は

行けないような場所でも、本人

の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられ

るように支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

感染対策による制限があり人手の多

いところには行けていない。人気の

少ない近隣の散歩やドライブによる

外出機会の提供は行っている。 

 個別外出の援助はリスクもある

が利用者の生きがいにもなる。で

きる限り外出支援の努力を続けて

ほしい。 

  

 制限緩和の状況を見な

がら外出機会を増やして

いければと思います。 

37 
お金の所持や使う

ことの支援 

職員は、本人がお金を持つこと

の大切さを理解しており、一人

ひとりの希望や力に応じて、お

金を所持したり使えるように支

援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者さん自身で金銭の自

己管理をされている方もおり、

買い物時はおやつ等、自由に

買える様に支援している。 

    

 感染対策による制限が

軽減されれば利用者さん

との買い物も再開してい

きたいと考えます。 

38 電話や手紙の支援 

家族や大切な人に本人自らが

電話をしたり、手紙のやり取りが

できるように支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 電話使用は深夜を除きいつで

も使って頂いている。家族さんか

らの手紙や葉書等に対して、返

事を書き、投函までできる様、職

員が支援している。 
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39 
居心地のよい共用

空間づくり 

建物内部は一人ひとりの身体機

能やわかる力を活かして、安全

かつできるだけ自立した生活が

送れるように工夫している。共用

の空間が、利用者にとって不快

や混乱をまねくような刺激がな

いように配慮し、生活感や季節

感を採り入れて、一人ひとりが

居心地よく過ごせるような工夫

をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 日々の関わりの中でできる事・でき

ない事を把握しできる部分にはご自

身でして頂く援助を行い、自立した生

活が送れるようにすると共に、家具

の配置を工夫することで、安全に生

活が出来るよう配慮している。季節

に応じた、作品作りも行い、生活感を

取り入れている。 

遮光カーテンやテレビの音など刺激

になり過ぎないように配慮している。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 居室環境については安全

面には特に配慮し、専門職

と連携しながら配置を考え

ています。 

Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）         

40 

本人主体の暮ら

し 

本人は、自分の思い、願い、

日々の暮らし方の意向に沿

った暮らしができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 日々のご希望やご家族の代

弁を取り入れ、本人の意向に

沿った暮らしを提供できてい

る。 

      

41 

本人は、自分の生活歴や友

人関係、暮らしの習慣、特徴

など様々な情報をもとに、ケ

ア・支援を受けることができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 家族さんよりの情報や今ま

で生活されておられた状況を

聞いたりしながら支援してい

る。 

      

42 

本人は、自分の健康面・医療

面・安全面・環境面につい

て、日々の状況をもとに、ケ

ア・支援を受けることができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 本人からのサインを見逃さ

ないように日々、ケアや支援

を行えるようにしている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 異常があれば医療に報告し指示

を仰いでおります。 

43 

生活の継続性 

本人は、自分のペースで、こ

れまでの暮らしの習慣にあっ

た生活ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 本人のペースに合わせ、声

掛け等行っている。 
      

44 

本人は、自分のなじみのもの

や、大切にしているものを、

身近（自室等）に持つことが

できている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

居室になじみのものを置いた

り、気になるものを目に付くと

ころに置くようにはしている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 
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45 

本人は、自分の意向、希望に

よって、戸外に出かけること

や、催（祭）事に参加すること

ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナの影響もあり、催事等

人の多い場所には行けていな

い。希望があれば近隣の散

歩、ドライブを実施している。 

 本人の意向に沿って参加を促し

てください。 

パーテーションの使用による声の

聴きづらさや、感染状況によって催

しの中止判断を行う等、催事の難

しい状況は続いている。 

  

 ご希望があった際には

いつでも外に出て新鮮な

空気を吸えるよう体制を

整えてまいります。 

46 

本人が持つ力の

活用 

本人は、自分ができること・で

きないこと、わかること・わか

らないことを踏まえた、役割

や、楽しみごとを行うことがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員が利用者さんの状態に応じ

た作業等の役割やレクリエーショ

ンを提供している。 

      

47 

本人は、自分がいきいきと過

ごす会話のひと時や、活動場

面を日々の暮らしの中で得る

ことができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者さん、職員との会話の機会

を十分に設け、いきいきと過ごせるよ

う努めている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者間の関係性を観察し、席

替え等も定期的に実施していま

す。 

48 

本人は、自分なりに近隣や地

域の人々と関わったり、交流

することができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 コロナの影響にて出来て

いないこともあるが、ZOOM

による近隣との関わりの機

会がある。 

 コロナ禍により近隣住民との関り

が難しい状況。 

オンラインの活用は今後も増やし

ていきたい。地域との密な関りは必

要。 

    

49 総合 

本人は、この GHにいること

で、職員や地域の人々と親し

み、安心の日々、よりよい

日々をおくることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員は親しみを持っていただけ

る関わりが出来るよう努めてお

り、利用者同士の関りも活発であ

る。その他、日々不安があれば

解消している。 

 利用者の在宅生活がよりよいも

のになるよう、今後もご支援お願い

します。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 地域の人との関りも再開で

きるよう努めてまいります。 


